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価
値
を
磨
く

２
０
０
８

十
日
町
市
長
　
田

口

直

人

福崎哲也さん
昭和47年生まれ

青空さん　平成８年生まれ

千恵子さん
昭和47年生まれ（伊達４）

千
恵
子
さ
ん
…
結
婚
し
た
年
か
ら
今
年
で
一
回
り
。

初
心
に
帰
っ
て
、
あ
の
こ
ろ
の
思
い
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
今
の
生
活
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
十
日
町
に
嫁
い
だ
か
ら
に
は
、
き
も

の
が
着
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
の
で
、
今
年
こ
そ

は
着
付
け
を
習
い
た
い
で
す
。

青
空
さ
ん
…
友
だ
ち
と
仲
良
く
楽
し
く
過
ご
し
た

り
、
英
会
話
を
習
っ
た
り
、
お
し
ゃ
れ
を
し
た
り
、

好
き
な
芸
能
人
の
写
真
を
集
め
た
り
…
し
た
い
こ

と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
遊
び
も
勉
強
も
両
立

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

哲
也
さ
ん
…
今
年
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
ま
す
！
野

球
や
バ
レ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
や
っ
ぱ
り
太
っ
て
い
る
と
動
き
が
悪
く
な
り

ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
る
若
い
人
に
お
じ

さ
ん
扱
い
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
昔
の
自
分
を
取
り

戻
し
た
い
で
す
ね
。

青空さん

千恵子さん

高 橋 胡 桃 さん
平成８年生まれ
（天水島）

運動が好きなので、もっと体力をつけたいと思って

います。私の周りにいる６年生５人はみんな体力があ

り、頑張りやさんです。運動をしている６年生の姿は

すごくかっこいいです。私も、そんな６年生のように

なりたいです。春は運動会、夏は水泳、秋になると駅

伝大会や陸上大会、そして冬はスキーなど１年を通し

てたくさんのことがあります。小学校生活最後の１年

は今よりも体力をつけ、もっともっと運動が好きにな

れるように頑張りたいです。そして、たくさんの人に

運動が楽しいと感じてほしいと思います。

「人は歳を重ねただけで老いるのではなく、目標を

失ったとき初めて老いがくる」と言われています。私

の心のよりどころは、趣味のそば打ちです。わが家に

ホームステイに来る外国人といっしょにそば打ちをし

て、日本の食文化を体験してもらうのを楽しみにして

います。英会話教室にも参加していて、教室を出たと

たんに忘れるありさまでなかなか上達しませんが、人

との出会いを大切にしています。また、健康管理のた

めに、近くのプールで毎日１㎞泳いでいます。どれも

道半ばですが、気持ちだけは青春で、いつまでも継続

していきたいものです。

数 藤 栄 一さん
昭和11年生まれ
（沖立）

佐 藤 弘 祐さん
昭和59年生まれ
（室野）

建具屋という職業に就いて３年目になりました。毎

日怒られながら仕事をしていますが、それも修行のう

ち。一つ一つ身に付けたことを仕事に生かしながら、

楽しんでやっています。親方のような職人に一日も早

くなることを目標に、今年もまた新たなことに挑戦し

ながら頑張りたいと思います。趣味の音楽も少しずつ

ですが、バンドとして活動できるようになりました。

仕事以外でも楽しみが増え、良い刺激になっています。

仕事と趣味を両立し、どちらも精一杯できる年にした

いです。

夫が独立して、地元にお店を出させてもらって４年

になります。私も微力ながら手伝っています。すばら

しいスタッフに恵まれ楽しく仕事をしていますが、そ

れにもましてご近所の人たちには、とても親切にして

もらい感謝の気持ちでいっぱいです。毎日毎日近所の

人がだれか顔を出してくださり、話に花が咲いて時間

を忘れることもしばしばあります。

人と人とのつながりの大切さ、温かさを身にしみて

感じています。そんな人たちに感謝の気持ちを忘れず

に、これからも頑張っていきたいと思います。

樋 口 幸 江さん
昭和35年生まれ
（朴木沢）

市
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
、
「
不
易
流
行
」
と
い
う
言
葉
が
気
に
入
り
ま
し
た
。

「
不
易
」
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
、「
流
行
」
は
新
し
い
こ
と
、
で

も
そ
の
根
源
は
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
自

治
体
経
営
に
も
あ
て
は
ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
税
や
戸
籍
な

ど
比
較
的
変
わ
ら
な
い
仕
事
と
、
地
域
振
興
な
ど
時
代
に
合
わ

せ
変
わ
り
続
け
る
仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
「
住
民
の

福
祉
の
た
め
」
と
い
う
大
切
な
仕
事
で
す
。

国
の
財
政
再
建
や
地
域
経
済
の
低
迷
で
、
地
方
交
付
税
や
市

税
が
減
額
し
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
生
む
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
し
な
が
ら
「
高
速
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
」「
妻
有
焼

の
里
づ
く
り
」「
と
お
か
ま
ち
体
感
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
創
ろ
う
！

自
分
の
田
舎
と
お
か
ま
ち
」
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ
た
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
埋
も
れ
た
ま
ま
で
は
輝
き
ま
せ
ん
。
発
掘
し
磨
い
て

初
め
て
価
値
が
見
え
る
で
し
ょ
う
。

「
磨
け
ば
光
る
」。
こ
れ
を
今
年
は
座
右
に
置
い
て
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

子�子�

今年は子年。十二支でいうと１番目の干支です。

市内では約5,000人が年男、年女にあたります。

それぞれの世代の子年生まれの皆さんに、今年にかける

思いを一筆書いていただき、抱負などを聞きました。

哲
也
さ
ん
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田 辺 修 一さん
昭和23年生まれ
（松之山）

今
年
、
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
子
ど
も

の
こ
ろ
、
戦
後
で
物
の
豊
か
で
な
い
時

代
に
育
っ
た
せ
い
か
、
「
素
朴
」
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
好
き
で
す
。
素
朴
な

物
、
味
、
心
な
ど
に
出
会
う
と
何
と
な

く
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
優
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
今
年
は
野
山
に
あ
る
自
然

の
物
を
利
用
し
て
、
民
芸
品
の
よ
う
な

素
朴
な
味
わ
い
が
す
る
作
品
を
作
っ
て

み
た
い
で
す
。
そ
の
作
品
を
通
じ
て
、

多
く
の
人
た
ち
と
ふ
れ
合
い
、
見
た
人

に
優
し
い
気
持
ち
と
感
動
を
与
え
ら
れ

た
ら
最
高
で
す
。
一
日
一
日
を
大
切
に

し
て
、
無
理
を
せ
ず
、
素
朴
に
生
活
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古澤房江さん・芳子さん
大正13年・昭和23年生まれ

（春日町２）

って前向きに生きていきたいですね。

芳子さん…小さいころからおけいこごとに厳しかった

母に、ときには反発したりしましたが、今になってみ

ると、そのおかげで思いやりや支え、生きる力など「心」

を学ぶことができたと感謝しています。

これからも大好きな茶

の道を楽しみながら、

健康でいられる今日一

日に感謝し、母と２人

で趣味の花作りを楽し

んでいけたら、と思っ

ています。

房江さん…第二次世界大

戦で焼け出され、東京か

ら両親の田舎の十日町に

来て以来、無我夢中で働

いてきました。気がつい

たら戦後60年が過ぎ、娘

が還暦を迎えていたなん

てびっくりです。七転び

八起きの人生の中で、時

代は変わっても勇気を持

星 野 秀 美 さん
昭和59年生まれ
（野口）

昨年は私にとって、今までで一番充実した１年だっ

たように思います。社会人になってたくさんの人と出

会い、その人たちの笑顔のおかげで、私も笑顔で、前

向きになることができました。今年は、私が周りの人

たちを笑顔にさせられたらいいなと思います。

マリンスポーツやパラグライダーなどチャレンジし

たいことは盛りだくさん。ねずみ年らしくちょこまか

動いて、まだまだ知らないことにたくさん触れて、い

ろんなものを吸収していきたいです。

「笑顔と感謝」を忘れない年女を目指します！

相 崎 峰 子 さん
昭和47年生まれ
（沖立）

年女の今年を人生の一つの節目として考え、新たな

自分探しをしてみたいと思っています。あらゆること

にチャレンジしてみることで、それが自分への励みに

なると思います。まずは、毎週続けているエアロビク

スで適度な運動。そして、調理師資格を生かしたバラ

ンスの良い食事。そうそう、夫のメタボ解消や家族の

健康にも役立つかも。家庭菜園もいいな。自分で野菜

を作って、自分で調理してなんて考えていると、楽し

い１年になりそうです。

庭 野 建 一さん
昭和35年生まれ
（本町6-3）

去年は長女が就職、長男は高校受験、次女が中学校

入学と、子どもたちにとって新しいスタートの年にな

りました。今の生活をこれから良い方向に継続してい

ってほしいと思います。中学校からやってきたサッカ

ーも、プレーヤーとしては体力的にきびしくなったけ

ど、クロアチアピッチの草取りとか、ボランティア活

動を通じてこれからもずっとかかわっていきたいです

ね。今年の大きな目標は、家の改築かな。仕事の面で

は、人を信じ人からも信じられる「信用」「信頼」の

１年を過ごしたいと思います。

小 林 聖さん
平成８年生まれ
（北新田１）

去年は郡市陸上大会で、走り高跳び準優勝でした。

今年も高跳びで頑張りたいですが、ハードルにも挑戦

してみたいです。こつこつと何かを作ることが好きな

ので、今はドラゴンボールのジグゾーパズル1000ピ

ースを作成中。パズルを完成させたときの達成感は最

高です。次は2000ピースに挑戦してみたいです。今

年は小学校最後の年になるので、友だちと楽しく過ご

して思い出をいっぱい作りたいと思います。旅行で沖

縄にも行ってみたいなぁ。

関谷トシ子さん
昭和11年生まれ
（松代）

70
代
に
入
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
日

一
日
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
私
は
出
歩
く

こ
と
が
好
き
な
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

い
ろ
ん
な
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
、
特
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
は
20
年
近
く
続

け
て
い
ま
す
。
出
会
い
や
会
話
、
笑
い
あ

り
で
若
い
人
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
い
た
だ

い
て
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

老
け
込
ま
な
い
た
め
に
も
外
へ
出
て
楽
し

み
た
い
で
す
。

結
婚
し
て
50
年
。
こ
れ
と
い
う
病
気
も

せ
ず
に
、
一
家
の
働
き
ネ
ズ
ミ
と
し
て
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
家
族
み
ん
な
の
お

か
げ
。
６
回
目
の
ネ
ズ
ミ
年
も
『
体
も
心

も
健
康
で
！
』
良
い
年
に
し
た
い
で
す
。

南 雲 正 雄さん
大正13年生まれ
（本屋敷）

２人の子どもは東京へ行ってしまい、家内と２人で

皆さんのお世話になって暮らしています。

老後を楽しく過ごす方法として、毎日の夕食前に我

流の体操をしています。それから晩酌をします。お風

呂から上がるとすぐ晩酌をしたくなるのですが、我慢

して体操の後にしています。また、休肝日を週２日と

っています。

うれしかった思い出は、連休に孫が里帰りしたこと

です。いっしょに畑仕事をして、昼食のときには、

「オジジのお手伝いをしたんだよ」と得意に話し、嫁

さんにほめられ、はしゃいでいたことです。
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「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
は
、
地
域
協

議
会
を
基
本
に
、
市
内
全
域
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
12
か
所
（
Ｐ
11
参

照
）
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た

り
、
地
域
固
有
の
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、

市
全
体
に
関
係
す
る
も
の
の
中
か
ら
代
表

的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

（
意
見
・
質
問
）

都
市
と
地
方
の
格
差
に
加
え
て
、
中
越

大
震
災
の
被
害
を
受
け
た
中
心
市
街
地
の

後
遺
症
が
尾
を
引
い
て
い
る
。
徒
歩
圏
内

に
生
活
施
設
が
そ
ろ
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

１
　
市
長
ト
ー
ク

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
市
長
が
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

２
　
テ
ー
マ
ト
ー
ク

あ
ら
か
じ
め
申
し
込
ん
だ
市
民
代
表
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
市
長
に

質
問
・
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

３
　
自
由
ト
ー
ク

会
場
の
参
加
者
が
自
由
に
質
問
・
意
見

を
述
べ
て
、
市
長
と
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

各
会
場
で
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な

流
れ
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
ト
ー
ク

各
会
場
で
の
市
長
ト
ー
ク
の
内
容
で
す
。

１
　
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
開
催
趣
旨

２
、
自
立
と
協
働
（
住
民
参
加
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
）

「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
は
、
十
日
町

市
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
に

据
え
た
「
自
立
と
協
働
」
の
必
要
性
・
重

要
性
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

実
行
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

地
域
と
行
政
が
協
働
し
て
、
地
域
の
要

望
に
応
え
て
い
く
力
を
養
い
、
行
動
に
移

し
て
い
く
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
も
の
。「
本

質
は
現
場
に
あ
り
」
と
い
う
私
の
信
念
に

基
づ
く
も
の
で
す
。

ち
づ
く
り
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

（
市
長
コ
メ
ン
ト
）

ま
ち
づ
く
り
３
法
の
一
つ
で
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
中
心
市
街
地
づ
く
り
を
国
が
支
援

す
る
「
改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
」
が

施
行
さ
れ
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
法
律
に
基
づ
き
、
国
か
ら
認
定
を
受
け

た
自
治
体
は
、
現
在
全
国
で
18
市
で
、
県

内
で
は
ま
だ
１
市
も
あ
り
ま
せ
ん
。
取
り

組
み
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
数
値
目
標
の
設
定
が
非
常
に
難

し
く
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
昨
年
来
、
ま
ち

づ
く
り
３
法
の
改
正
へ
の
対
応
と
し
て
十

日
町
Ｔ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
を
中
心
に
、
勉
強
会

や
先
進
地
の
関
係
者
に
よ
る
講
演
会
を
企

画
す
る
な
ど
、
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
国
の

求
め
て
い
る
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
い
現

段
階
で
ま
と
め
る
こ
と
は
、
難
し
い
も
の

と
考
え
ま
す
。
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
も
き
ち
ん
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
作
っ
た
う
え
で
組
織
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
他
市
の
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
で
は
、
来
年
度
ま
ち
づ
く

り
３
法
の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
中

心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
再
検

討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
行
政

も
そ
の
中
に
入
っ
て
検
討
さ
せ
て
も
ら
い

自由トークで意見交換（松之山自然休養村センター）

平成19年度の「まち・むらトーク」が市内12か所で開催され、

活発な意見交換が行われました。

市長など市の関係者が地域に出かけ、市民と直接対話するこの催

しには全体で約1,200人が参加。道路や除雪など生活に密着したテ

ーマや、産業や医療など地域全体の問題などについて、さまざまな

角度から話し合いました。

対
話
の
ま
ち
づ
く
り�

テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
内
容

地
域
の
課
題
は
地
域
の
中
で
解
決
し
、

町
内
・
集
落
な
ど
で
支
え
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
「
小
さ
な
役
所
化
」
は
当
市
だ
け

に
限
ら
ず
進
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
政
が
独
占
的
に
行
っ
て
き
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
も
提

供
し
て
い
く
と
い
う
「
協
働
型
の
社
会
」

が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
今
、
ま
ち
づ
く
り
に
住
民
参
加
や

協
働
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

。

（
１
）

暮
ら
し
を
営
む
人
々
の
合
意
な
し

に
施
策
は
進
め
ら
れ
な
い
時
代
で
す
。

そ
の
た
め
、
住
民
参
画
・
行
政
と
の
協

働
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

（
２
）

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら
れ
る
も

の
が
多
様
化
・
高
度
化
・
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。
行
政
が
で
き
る
こ
と
の
限
界

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
震
な
ど

災
害
時
に
生
命
財
産
を
守
る
仕
組
み
や

安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
地
域
力
の
再
生
・
行
政
と
の
協

働
が
必
要
で
す
。

（
３
）

市
で
は
昨
年
３
月
、
住
民
参
加
と

協
働
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
計

画
の
基
本
理
念
に
据
え
て
、
地
域
の
価

値
・
魅
力
を
磨
き
真
の
豊
か
さ
を
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
定
め
ま
し
た
。

地
域
協
議
会
は
、
地
域
運
営
の
担
い
手

と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
着
実
に
、
継
続
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
、
と
も
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

市
の
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
お
話
し
し
ま
す
。

（
１
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
都
市

と
お
か
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
速
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
情
報
格
差
を
解
消
し
、
す
べ
て
の

住
民
・
事
業
者
が
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を
活
用
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
「
産

業
振
興
」「
安
全
・
安
心
・
便
利
な
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
に
よ
り
よ
い

医
療
環
境
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

よ
り
よ
い
地
域
医
療
環
境
の
構
築
に
向

け
て
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
十
日
町

病
院
を
核
と
し
、
松
代
病
院
や
他
の
病
院
、

診
療
所
な
ど
と
の
連
携
や
役
割
分
担
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
環
境
共
生
ま
ち
づ
く
り

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
み
の
減
量
化
と
分
別
徹
底
を
市
民
・

事
業
所
に
一
層
普
及
し
、
家
庭
な
ど
の
生

ご
み
の
活
用
を
は
じ
め
、
建
築
廃
材
や
間

伐
材
の
再
生
利
用
な
ど
、
将
来
に
向
け
て

資
源
の
循
環
利
用
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
４
）
と
お
か
ま
ち
体
感

ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

当
市
は
雄
大
な
自
然
や
多
様
な
人
文
資

源
・
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
・
ア

ー
ト
の
作
品
群
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
誘
客
Ｐ
Ｒ
を
し
て
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
５
）
妻
有
焼
の
里
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
内
に
あ
る
豊
富
な
焼
き
物
の
土
と
う

わ
薬
の
材
料
を
地
域
資
源
と
し
て
生
か
し

な
が
ら
、
産
業
振
興
と
し
て
陶
芸
セ
ン
タ

ー
を
整
備
し
、
地
名
に
ち
な
ん
だ
妻
有
焼

を
普
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

（
６
）
創
ろ
う
！
自
分
の
田
舎

と
お
か
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
力
の
向
上
の
た
め
、
定
住
者
が
自

ら
の
田
舎
と
し
て
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ

う
に
受
け
皿
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、
自

然
や
農
業
な
ど
地
域
性
を
生
か
し
た
定
住

メ
ニ
ュ
ー
を
最
大
限
情
報
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
、
農
業
や
き
も
の

産
業
を
核
と
し
た
商
工
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

３
　
十
日
町
市
の
ま
ち
づ
く
り

１
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
対
策
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た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
は
、
最
も
関
連
が
あ
る
十
日
町

地
域
協
議
会
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
か
か
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
の
再
生
に

向
け
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
意
見
・
質
問
）

①
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
品
目
横
断
的
安

定
対
策
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
農
業
経

営
者
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

②
農
業
と
観
光
の
連
携
強
化
を
。

（
市
長
コ
メ
ン
ト
）

①
国
は
、
戦
後
の
農
地
解
放
に
匹
敵
す
る

と
い
わ
れ
る
農
政
改
革
を
現
在
進
め
て
お

り
、
平
成
22
年
を
そ
の
最
終
目
標
年
度
に

定
め
て
い
ま
す
。
改
革
の
主
た
る
目
的
は
、

足
腰
の
強
い
農
家
及
び
法
人
な
ど
の
生
産

組
織
の
育
成
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
で
は
、
土
地
条

件
の
厳
し
さ
な
ど
か
ら
新
制
度
に
乗
り
に

く
い
実
態
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
ま

す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
担
い
手
不
足
が

切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
の
中
で
、
個
人
経
営

に
限
界
が
き
て
い
る
地
区
な
ら
ば
、
何
ら

か
の
形
で
集
団
経
営
の
道
を
探
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
地
域
農
業
に
お
け
る
担
い
手
育
成

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
た
な
営

農
体
制
の
構
築
を
考
え
て
い
る
集
落
や
地

区
が
あ
れ
ば
、
申
し
出
て
も
ら
え
れ
ば
職

員
が
出
向
い
て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
農
業
と
観
光
の
連
携
は
以
前
か
ら
唱
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
越
後
田
舎
体

験
事
業
で
農
家
民
宿
や
農
作
業
体
験
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
事
業
展

開
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

里
山
の
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
、
あ
る

い
は
棚
田
に
代
表
さ
れ
る
農
業
の
営
み
が

観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
全
国
各

地
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
提
案
の
よ
う

に
、
当
地
域
に
は
磨
け
ば
光
り
、
宝
物
と

な
る
資
源
が
ま
だ
数
多
く
眠
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
資
源
を
組
み
合

わ
せ
、
地
域
独
自
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と

は
と
て
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
宝
物
を
生
か
す
も
生
か
さ
な
い
も
、

地
域
住
民
の
取
り
組
む
姿
勢
が
ま
ず
重
要
。

地
域
住
民
自
ら
が
発
案
し
、
研
究
し
、
実

践
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
態
勢
を
整
え
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
市

も
、
そ
れ
ら
の
地
域
活
動
に
対
し
積
極
的

に
支
援
し
、
い
っ
し
ょ
に
進
め
て
い
く
所

存
で
す
。

（
意
見
・
質
問
）

十
日
町
病
院
の
改
築
、
ま
た
は
移
転
の

見
通
し
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

（
市
長
コ
メ
ン
ト
）

「
病
院
の
改
築
は
何
年
後
で
す
」
と
は

っ
き
り
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で

す
。
十
日
町
病
院
よ
り
も
大
き
い
新
発
田

病
院
の
改
築
が
、
基
本
構
想
策
定
か
ら
開

院
ま
で
約
６
年
半
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

十
日
町
病
院
も
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
か
か
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
県
と
市
で
「
十
日
町
病
院
等
の
医

療
提
供
体
制
に
関
す
る
協
議
会
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
会
と
は
別
に
、

医
療
・
福
祉
関
係
者
、
地
域
住
民
の
代
表

者
と
行
政
関
係
者
で
構
成
す
る
検
討
会
も

設
け
ま
し
た
。
検
討
会
か
ら
は
、
十
日
町

市
・
中
魚
沼
地
域
の
医
療
の
現
状
や
人
口

の
将
来
予
測
な
ど
に
基
づ
い
た
提
言
を
、

協
議
会
に
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
協
議
会
で
「
十
日

町
病
院
と
松
代
病
院
の
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
の
基
本
構
想
（
案
）」
を
策
定
し
、

そ
の
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
も

ら
い
な
が
ら
正
式
な
基
本
構
想
に
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
構
想
の
策
定
は

平
成
21
年
３
月
こ
ろ
に
な
る
予
定
で
す

が
、
少
し
で
も
早
め
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

ま
た
県
は
、
十
日
町
病
院
と
魚
沼
基
幹

病
院
は
、
診
療
科
や
医
師
の
関
係
な
ど
の

面
か
ら
も
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
２
つ
の
病
院
の
整
備
を
並
行
し
て

進
め
る
考
え
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
十
日
町
病
院
の
改

築
が
一
日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
、
県

と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地域の課題を話し合うテーマトーク（情報館）

２
　
新
し
い
農
政
と
中
山
間
地
農
業

３
　
十
日
町
病
院
の
今
後
の
見
通
し

そ
の
ほ
か
の
テ
ー
マ
や
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp://w

w
w
.city

.tok
am
ach
i.n
iig
ata.jp/

■
問
合
せ
　
総
務
課
広
報
広
聴
係

1
７
５
７-

３
１
１
２
（
内
線
２
１
３
）

「まち・むらトーク」開催結果

開催日

７月13日f

地域・地区

水　沢

会　場

水沢公民館

テーマ

地域の重点課題
を話し合う

テーマトーク内容

①高速情報通信網整備事業
②地域中核病院と高規格道路インター整備
③広域農道整備計画と市道取り付け

参加者数

110人

10月４日e 大井田
大井田コミュニ
ティセンター

大井田に住んで
良かったといえ
る地域づくり

①地域福祉と地区福祉会のあり方
②都市計画税
③地区の生活環境づくり

90人

10月５日f 十日町西 情　報　館
魅力ある地域、
個性ある『まち
づくり』

①十日町西地域の開発、発展
②十日町病院の今後の見通し

80人

10月９日c 中　条 中条公民館
ふるさとの未来
に今やるべきこ
とは

①安心・安全に生活できる環境整備
②歴史的財産の活用伝承のためのハード事業
③山間地に目を向けた行政要望（健康、克雪、
農業対策）

70人

10月11日e 吉　田
吉田ふれあいス
ポーツセンター

2009年国体を活
用した地域づくり

①吉田クロカンコースの夏場活用
②民生委員の増員

120人

10月12日f 松　代
松代総合

センター

高齢化社会にお
ける住み良い地
域づくり

①高齢化対策　②高齢者福祉施設整備計画　
③限界集落への対策　④青壮年層の雇用の場
の創設　⑤高速情報通信基盤の整備

130人

10月23日c 松之山
松之山自然
休養村センター

これからの松之
山の進むべき道

①新しい農政と松之山農業の進むべき道　②
市道の改良促進　③冬季間道路の確保　④都
市との交流の取り組み　⑤松之山温泉の進む
べき道　⑥松代、松之山分遣所統合

90人

10月24日d 中　里
中里総合

センター

地域づくりは産
業振興と安心生
活から

①地域建設産業と雇用・集落維持　②ミオン
バス運行時間の変更　③353号線宮中～山崎
間の早期完成　④地域の医師確保のための奨
学金制度　⑤救急車の利用方法及び経費　⑥
「小松原」畑団地への耕作者増加対策　⑦地産
地消の推進　⑧周辺地域の高速通信網の早期
整備　⑨障害者用のグループホーム整備

70人

10月30日c 川　西
千手中央コミュ
ニティセンター

合併後　今私たち
が思っていること

～地域連携と担い手・
ボランティアを育てる
システムづくり～　

100人

11月６日c 十日町南 川治公民館
みんなで創ろう
よりよきふるさ
とよきまちを！

①十日町病院の今後の見通し
②市道「高山ー水沢線」の工事時期、ルート
③サッカー場建設と地域振興
④地域情報化（投資効果、地域振興・まちづ
くりとの関係、サービス内容など）

⑤交通安全対策会議の早期開催

110人

11月８日e 十日町 市 民 会 館
どうする？
「市街地活性化」

①中心市街地の活性化対策
②愛宕山公園の復活
③十日町小学校通学路整備、街路灯増設

130人

11月12日b 下　条
下条利雪親雪
総合センター

田口市長を迎え
地域の重点課題
を話し合う

①東下組小学校の閉校にあたって　②大地の
芸術祭、妻有焼の里づくりと連携した地域づ
くり　③東下組小学校施設を活用した交流拠
点づくり　④参加する健康（医療）と福祉の
里づくり　⑤下条地域の高速通信体系への取
り組み　⑥震災復興基金を活用した地域づく
り

85人

①各地域協議会委員間の交流できるシステム
②公共サービスなど合併後の変化　③都市計
画道路の県への働きかけ　④賑わい空間を中
心としたまちづくり　⑤集落機能維持の方策
⑥老人会の補助金使途　⑦ボランティア、老
人会活動　⑧団体活動支援窓口の支所設置
⑨支所で市民の要件が完結できるシステム
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■問合せ　総合政策課自治振興係（1757-3193） 十日町地域の各公民館　各支所地域振興課自治振興係

十日町地域協議会

7

水沢地域協議会

水沢地域協議会は、振興会役員や各種団体などから

選出された20人で構成され、会長に上村國平氏、副会

長に樋口誠氏、宮澤好美氏を選任しました。住民参画

による地域の自立的運営と、官民協働による地域づく

りを目指して４月から活動を開始しています。

¡水沢地域協議会の開催（３回）

¡「まちづくり活動費助成事業」審査、採択

¡「地域情報化に係る企画提案会」への参画

¡まち・むらトークの開催（７月13日）

¡「地域生活交通基本計画」策定に参画

¡「都市計画マスタープラン」策定に参画

¡広報紙「ねっとわーく水沢」の発行（年４回）

今年度は、「つつじ原を蘇らせる会」と「当間山山

麓活性化連絡推進協議会」の２団体が事業採択されま

した。「つつじ原を蘇らせる会」は、伊達原で大正時

代から近年までにぎわっていた「つつじ原」を再びよ

みがえらせようと活動している団体です。また、「当間

山山麓活性化連絡推進協議会」は、当間山山麓の豊な

自然の中に遊歩道を整備して、来訪者に自然の大切さ

や貴重な体験をしてもらおうと活動している団体です。

11月10日gに市民会館で開催された「まちづくり講

演会」では、「つつじ原を蘇らせる会」の宮沢八州男さ

んが活動事例発表を行いました。

今後は、地区振興会との連携をより深め「地域のこ

とは地域の手で」をテーマに、住みよい環境づくりを進

めていきますので、ご意見、ご要望をお寄せください。

◆◆◆現在までの主な活動状況◆◆◆

◆◆◆まちづくり活動費助成事業の審査採択◆◆◆

◆◆◆これからの活動の方向◆◆◆

11月23日f、十日町中央地区振興会設立総会が開催

されました。この振興会は、十日町中央地区の13町内

で組織され、会長に中山博氏が就任しました。これに

より十日町地域全６地区で振興会が設立され、地域の

課題解決のために、地域協議会と強力なスクラムを組

む体制が整いました。

11月８日e、市民会館を会場に「どうする？市街

地活性化」をテーマにまち・むらトークが開催されま

した。

テーマトークでは、①中心市街地の活性化対策と再

生の方向性について②愛宕山公園の復活と十日町小学

校通学路の整備について、地域協議会の代表２人が質

問、提案をしました。

その後の自由トークでは、①敬老会の助成金減額分

の復活②旧田倉ビルのアスベスト対策と十日町小学校

の改築について③地域の産業振興対策・若者に魅力の

ある雇用基盤の整備と企業支援について④災害時の避

難所用空き地確保についてなどの意見・要望がありま

した。

この日参加した大島浄子さん（新座２）は、「ご縁が

あり参加させてもらいました。難しいことは分かりま

せんが、地域を良くするためには地域の人たちが一生

懸命になることが大切です。それによって市や関係団

体が応えてくれ、そこに感謝が生まれるのではないか

と感じました。シャッター通りと言われている市街地

が、地域の皆さんの知恵と工夫で「明るい住み良いま

ち」になってほしいと思います」と話していました。

◆◆◆十日町中央地区振興会が設立◆◆◆

◆◆◆まち・むらトーク開催◆◆◆

11月8日E市民会館で開催された「まち・むらトーク」

永
年
に
わ
た
り
、
申
告
納
税
制
度
の
普

及
発
展
に
従
事
し
た
功
績
で
、
小
杉
軍
平

さ
ん
が
財
務
大
臣
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

小
杉
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
十
日
町
大

井
田
納
税
貯
蓄
組
合
長
に
就
任
以
来
、
十

日
町
青
色
申
告
会
長
、
新
潟
県
納
税
貯
蓄

組
合
総
連
合
会
理
事
を
歴
任
。
現
在
は
同

総
連
合
会
副
会
長
、
十
日
町
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
を
務
め
、
振
替
納
税
制
度
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
税
を
考
え
る
週

間
の
「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
の

実
施
な
ど
、
納
税
思
想
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

小
杉
さ
ん
は
、「
以
前
か
ら
推
進
し
て
き

た
振
替
納
税
が
広
く
浸
透
し
て
き
た
の
も
、

協
力
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
ま
た
、
中
学
生
の
作
文
で
は
、
生
徒

た
ち
が
税
を
と
お
し
て
純
真
な
心
で
社
会

を
学
ん
で
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
将
来
必
ず
役
立
つ
と
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 小 杉 軍 平さん

（四日町4・69歳）

（
申
告
納
税
制
度
普
及
功
労
）

さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが国・県などから表彰されま

した。晴れの栄誉に輝いた皆さん、おめでとうございます。

財
務
大
臣
表
彰

大 谷 光 子さん
（水野町・47歳）

（
優
秀
勤
労
障
害
者
表
彰
）

中 林 忠 敏さん
（若宮町・50歳）

（
優
秀
施
工
者
表
彰
）

中
林
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
大
熊
工
業

に
入
社
。
仲
間
の
技
術
者
と
と
も
に
、
最

新
の
ビ
ル
建
築
や
国
指
定
重
要
文
化
財
の

修
復
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た
ほ
か
、
50
年

以
上
前
の
技
術
を
施
工
す
る
な
ど
、
優
れ

た
左
官
技
能
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か
ら
㈱
き
も

の
ブ
レ
イ
ン
に
勤
務
し
て
今
年
で
16
年
。

障
害
を
克
服
し
立
派
な
職
業
人
と
し
て
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
努
力
は
、
ほ
か
の
障

害
者
の
模
範
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
し
て

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

総務大臣表彰

11月20日c、東京国際フォーラムで地方自治

法施行60周年記念式典が行われ、自らの創意工

夫により優れた施策を実施し、地方自治の発展

に寄与したとして、十日町市が総務大臣表彰を

受賞しました。十日町市は、克雪や過疎、少子化

など互いに共通した課題を抱えるなかで、2000

年に開催された大地

の芸術祭をはじめ、

合併以前から広域的

な枠組みで一体的な

行政運営を進め、地

域の振興・社会福祉

の充実に努めてきま

した。その功績が認

められたものです。

（自治表彰）

～ 十日町市 ～

県
知
事
表
彰

県
知
事
表
彰

財
務
大
臣
表
彰

総務大臣表彰 県
知
事
表
彰

県
知
事
表
彰
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《高速インターネット関係》

１．Ｂフレッツサービスについて

回　　　　　　答質　　　　　　問

家庭の都合などもあるかと思いますのでキャンセルは可能
ですが、できる限り本契約をお願いします。

仮申込の数や加入見込率を局舎単位で比較し、市とNTT
で協議したうえで、平成20年２月末ころには決定します。

「Ｂフレッツ」の仮申込書を提出して、本契約
時になって「やはり辞めよう」ということに
なった場合どうなるのですか？

できるだけ早くＢフレッツに加入したいのです
が、整備順序はどのように決定するのですか？

平成21年度までキャンペーンが継続されるか不確定のた
め、現時点では工事費が必要になるのか不明です。ただし、
市は工事費０円のキャンペーンを継続していくよう要望し
ています。

キャンペーン期間中で工事費が無料と聞いたの
ですが、光ケーブルの整備が完了する平成21年
度まで有効ですか？遅くなると工事費が有料に
なるのですか？

主に戸建てに住んでいる人を対象としたサービス（ハイパ
ーファミリータイプ）は同一料金でＰＣを５台までつなぐ
ことができます。

PC（パーソナルコンピュータ）を数台つなぎ
たい場合は料金が変わるのですか？

２．ひかり電話について

回　　　　　　答質　　　　　　問

できません。ひかり電話はＢフレッツの追加サービスです。ひかり電話だけという契約はできないのですか？

一般的には使用できますが、ISDN対応電話機など一部利用
できないものもあります。

電話機は今までのものを使えるのですか？

停電中の利用はできません。ただし、無停電電源装置など
を設置してひかり電話を利用しているケースはあります。

停電のときには使えるのですか？

可能です。
電話とFAXを同時に使用していますが、ひかり
電話にした場合は同時使用は可能ですか？

《地上デジタル対応関係及び難視聴対策》
回　　　　　　答質　　　　　　問

インターネットと地上デジタル放送は別になります。イン
ターネットに加入したからといって地上デジタル放送が見
られるようにはなりません。地上デジタル放送を見るため
には、11月９日に配付したパンフレット５～６ページを参
照してください。また、最寄りの電気店でも確認できます。

Ｂフレッツに加入すれば、地上デジタル放送は
見られるようになるのですか？

あくまでも地上デジタル放送を受信できない世帯が補助対
象です。見える世帯は組合に加入してはいけないというこ
とではありませんが、その世帯分は補助対象外となります。

共同アンテナでテレビを受信している施設を改
修する場合の補助対象について、「見える・見え
ない」世帯が混在した場合はどのようにするの
ですか？

標準的な仕様書（設計書）を組合ごとに作成する予定です。
共同アンテナの改修費はいくらかかっても良い
のですか？

市の助成は整備の部分だけで、維持管理は対象外です。
年間の維持管理経費に対して、市からの補助は
あるのですか？

《防災告知関係》
回　　　　　　答質　　　　　　問

平常時でもエフエムとおかまちの放送は聞けます。
緊急告知ＦＭラジオということでしたが、これ
は緊急時のみにしか放送が入らないのですか？

普通のラジオでもチューナーを78.3MHｚに合わせれば聞
くことができます。ただし、電源が入っていなければなり
ません。

緊急告知放送は、普通のラジオでは聞けないの
ですか？

行政区単位に回覧数＋１台を配付します。どこに配備する
かは各町内で検討してください。

緊急告知ＦＭラジオ3,000台は具体的にどうい
う形で配置されるのですか？

《アクションプラン全般》

Ｂフレッツサービスの体験コーナーを設置しました。ご利用ください。
●設置場所：○十日町市役所……１階　市民ホール

○川 西 支 所……正面玄関ホール

○中 里 支 所……１階　市民ホール

○松 代 支 所……２階　フロア

○松之山公民館……正面玄関ホール

●利用時間：各施設の開館時間内

●体験内容：Bフレッツ（高速インターネット）

４thMedia（映像サービス）

ひかり電話＋テレビ電話

回　　　　　　答質　　　　　　問

インターネット事業は市が整備した設備（光ケーブルなど）
をNTTに貸し出します。その使用料を維持経費に充てます。
また、防災告知と地域ポータルサイト（地域情報の共有や
発信を目的としてさまざまな情報を総合的に取り扱うホー
ムページ）の維持費は、広告料収入や、市の一般財源を充
てます。

整備費20億円超のほか、維持経費はどうやって
まかなうのですか？

行政情報についてはこれまでと同様に何らかの方法で市民
の皆さんに行き渡るように今後も対応していきます。

インターネットを使用しない場合、印刷物で情
報提供がなされるのですか？

総合政策課　地域情報化推進室　1757-3196
川 西 支 所　地域振興課　1768-4951 中 里 支 所　地域振興課　1763-2511
松 代 支 所　地域振興課　1597-2220 松之山支所　地域振興課　1596-3131
「Ｂフレッツサービス」に関する問い合わせ先　10088-800-0811（通話料金はかかりません）

問合せ

※なお、今回の十日町市高速情報通信基盤整備事業の内容については個別説明会にも応じています。
希望する場合は下記の問合せ先まで問い合わせてください。

十日町市高速情報通信基盤整備事業
《アクションプラン》

市民説明会

11月５日Bから11月30日Fまでの間、十日町市高速情報通信基盤整備事業の計画内容につい

ての説明会が開催されました。市民会館や公民館など市内61会場で行われた説明会には、延べ

2,335人の市民が参加しました。各会場では、さまざまな意見や質問が出されました。特に多く

出された質問とその回答をお知らせします。

なお、本事業の説明会は、市民説明会のほかに、テレビ共聴組合や事業者などに対しても行

われています。
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で
す
。
新
潟
県
で
は
２
０
０
１
年
（
平

成
13
年
）
妙
高
大
会
以
来
７
年
ぶ
り
、
十

日
町
市
で
は
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

十
日
町
市
で
は
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
競
技
場
を
会
場
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド
競

技
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
種
目
）
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
開
会
式
は
湯
沢
町
の
湯

沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル
ペ
ン
競

技
は
湯
沢
町
の
苗
場
ス
キ
ー
場
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
競
技
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ

ン
バ
イ
ン
ド
競
技
（
ジ
ャ
ン
プ
種
目
）
は

南
魚
沼
市
の
新
潟
県
塩
沢
ジ
ャ
ン
プ
台
で

行
わ
れ
ま
す
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
参
加
す
る

選
手
団
（
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
な
ど
）

は
約
５
０
０
人
、
ア
ル
ペ
ン
・
ジ
ャ
ン
プ

な
ど
含
め
る
と
１
、
５
０
０
人
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。
ま
た
、
競
技
役
員
な
ど
大
会
運

営
関
係
者
も
全
体
で
１
、
５
０
０
人
を
超

え
、
参
加
者
だ
け
で
総
勢
３
、
０
０
０
人

を
超
え
る
大
変
大
き
な
大
会
で
す
。
こ
の

ほ
か
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
者
、

観
戦
者
が
訪
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

全
国
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
盛
り
上
が

り
ま
し
ょ
う
。

大
会
日
程
な
ど
詳
細
は
、
市
報
次
号
１

月
25
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
の
地
元
開
催
を

知
っ
た
の
は
中
学
生
の
と
き
で
し
た
。
高

校
進
学
時
に
ス
キ
ー
を
続
け
よ
う
か
迷
い

ま
し
た
が
、
親
の
後
押
し
も
あ
り
、
２
年

生
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
３
年
生

で
行
わ
れ
る
国
体
と
地
元
開
催
の
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
目
標
に
ス
キ
ー
を
続
け
る

決
心
を
し
ま
し
た
。

去
年
は
全
国
に
通
用
せ
ず
、
と
て
も
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
地
元
開
催
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
今
年
は
上
位
入
賞
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。
１
年
生
に
も
負
け
ら
れ

な
い
で
す
し
。
リ
レ
ー
で
も
メ
ン
バ
ー
に

入
っ
て
全
国
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。
吉
田

は
と
て
も
つ
ら
い
コ
ー
ス
だ
け
ど
、
下
り

も
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
嫌
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
（
笑
）。
せ
っ
か
く
地
元
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
、
新
潟
県
の
選
手
が
た
く

さ
ん
活
躍
す
る
大
会
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
。イ

ン
タ
ー
ハ
イ
は
自
分
た
ち
の
力
だ
け

で
は
良
い
成
績
が
出
せ
ま
せ
ん
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
大
き
な
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
に

入
っ
て
全
国
優
勝
！

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

十
日
町
市
初
開
催
！

十
日
町
市
で
は

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

全
国
各
地
か
ら

や
っ
て
く
る
！

問合せ

12月16日a、吉田中学校で競技役員全体説明会・研

修会が開催されました。インターハイ、トキめき新潟国

体と２年続く全国大会の円滑な競技運営、そして大会

成功に向けた競技役員の資質向上を図ったものです。

全体の約半数にあたる約100人が参加した会では、

インターハイ・国体で競技長を務める桑原政司さんに

よる「十日町らしくクロスカントリースキー競技会を

創造する」と題した研修や、コース、関門、スタジア

ム、スタートフィニッシュ、計時計算、庶務、救護の

７つの係に分かれてのミーティングなどが行われまし

た。今後も一丸となりすばらしい大会運営を目指して

研さんを重ねていきます。

第57回

全国高等学校スキー大会

平
成
19
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
57
回
全
国
高
等
学

校
ス
キ
ー
大
会
（
通
称
‥
ス
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
２
月
２
日
G

〜
６
日
D
に
十
日
町
市
と
湯
沢
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年

の
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
、
来
年
の
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
と
３
年
続
く
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
全
国

大
会
の
第
２
弾
。
今
年
は
全
国
の
頂
点
を
目
指
す
高
校
生
た
ち
の
熱

き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

競
技
長
と
い
う
大
役
、
責
任
は
重
大
で
す
。
時

に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
全

国
大
会
開
催
は
関
係
者
に
と
っ
て
長
年
の
夢
。
そ

の
実
現
に
向
け
て
自
分
が
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
「
華
や
か
さ
」
と
「
厳
し

さ
」
と
い
う
両
方
の
側
面
を
持
つ
大
会
で
す
。
高

校
生
に
と
っ
て
は
あ
こ
が
れ
の
大
会
で
あ
り
祭
典

で
あ
る
一
方
、
レ
ー
ス
は
過
酷
で
す
。
運
営
側
に

立
つ
者
と
し
て
そ
れ
ら
を
十
分
認
識
し
、
万
全
の

態
勢
で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ー
競
技
会
の
成
功
の
要
素
は
４
つ
。「
け
が

人
を
出
さ
な
い
」「
失
格
者
を
出
さ
な
い
」「
抗
議
が

出
な
い
」「
正
確
な
記
録
を
出
す
」。
こ
れ
ら
４
つ

が
全
て
そ
ろ
え
ば
競
技
会
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
競
技
役
員
の
資
質
能
力
向
上
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
競
技
役
員
全
員
が
共
通
の
理
解
を

深
め
、
連
携
し
な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
競
技
運
営

に
臨
み
た
い
で
す
。「
十
日
町
ら
し
く
ス
キ
ー
競
技

会
を
創
造
す
る
」
を
心
に
刻
み
、
熱
意
・
誠
意
・

創
意
を
持
っ
て
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

初めて地元で行われる全国大会、皆さんの期待に

何とか応え、多くの選手に活躍してほしいです。手

ぬぐいなど皆さんの物心両面にわたる応援、役員の

皆さんの支援、本当に力になります。負けられない

ですね。時にはプレッシャーも感じるけどマイナス

ととらえずプラスに変えて、励みにしたいです。結

果が全てではないですが、いつもより結果にこだわ

ります。何とか結果を出したい。ぶざまな成績は収

められません。

たくさんの人が会場に来て、高校生が頑張ってい

る姿を見てほしいです。そして、スキーを続ける子

どもたちが増えてくれればうれしいですね。

結果には、
いつもより

こだわりたい

インターハイ開催が目前

に迫る中、選手たちはワッ

クス代がかかって大変だと

聞き、何とか支援・協力で

きないかと考えました。そ

んなとき、手ぬぐいの製作

を思いつきました。

子どもたちが
成長させてもらった

恩返しに

桑 原 政 司さん
（吉田中教頭・50歳）

十
日
町
市
ス
キ
ー
協
会
で
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
部
企

画
部
長
を
、
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
等
十
日
町
市
実
行
委

員
会
で
は
競
技
専
門
委
員
長
を
務
め
る
。
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
・
国
体
の
両
大
会
で
は
競
技
運
営
の
責
任
者
で
あ
る

競
技
長
を
務
め
る
。

伊 佐 貴 光さん
（十日町総合高教諭・34歳）

十日町総合高校クロスカントリースキー部監督。昨年の富
山インターハイ・秋田わか杉国体をはじめ、今年のインタ
ーハイ・長野かがやき国体でも新潟県選手団クロスカント
リーチームの監督を務める。

宮 澤 久 子さん
（寿町４・59歳）

十日町スキー連合会女性部部長。昨年、アルペン・クロ
スカントリーを問わず子どもがスキー競技をした経験を
持つ人が集まり女性部を設立。大会時には裏方としてボ
ランティアで運営をサポート。

保 坂 美 紀さん
（十日町高校２年）

十日町らしく
競技会を
創造したい

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会
等

十
日
町
市
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
国
体
準
備
室
内
）

1
７
５
２
ー
３
１
０
３

競技役員全体説明会・研修会

インターハイでは、県内の

各高校は男女とも優勝争いが、

市内の選手は上位争いが可能

です。地元の選手たちは夏場

もコースを走り込みました。

地の利を生かして雪の上でも

突っ走ってほしいです。

最初は10人に満たなかった仲間も次第に人が

人を呼び、今では45人。当初製作した手ぬぐい

500枚はあっという間になくなり、約４か月でお

よそ2,000枚。多くの人に気持ちよくご賛同いた

だき、多額の寄付が寄せられました。このような

応援が、少しでも選手たちの励みになればうれし

いですね。

女性部は子どもの成長を見守った親たちの集ま

り。みんな強い思いを持っています。そんな私た

ちが、少しでも貢献できれば…。それが、大変だ

ったけど子どもたちを成長させてもらった者の恩

返しです。

1
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平
成
18
年
４
月
３
日
b
、
市
役
所
本
庁

農
林
課
内
に
「
十
日
町
市
農
業
元
気
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
機
構
は
、

農
業
者
に
身
近
な
窓
口

農
業
元
気
セ
ン
タ
ー

「
農
業
関
係
機
関
相
互
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
課
題
や
国

の
施
策
に
対
応
し
、
十
日
町
市
の
農
業
振

興
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
」

と
い
う
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
。
Ｊ
Ａ

十
日
町
、
農
業
委
員
会
、
新
潟
県
十
日
町

地
域
振
興
局
農
業
振
興
部
及
び
市
が
、
農

業
者
の
相
談
窓
口
を
１
つ
に
し
て
運
営
・

事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
年
12
月
に
は
、
市
内
農
業
関
係
機
関

代
表
者
（
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
十
日
町
、

魚
沼
農
業
共
済
組
合
、
森
林
組
合
、
土
地

改
良
区
）
及
び
市
と
、
10
人
の
各
地
域
農

業
者
代
表
か
ら
な
る
「
十
日
町
市
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
）
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
協
議

会
で
は
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
、
集
落
営
農
の
組
織
化

の
推
進
、
法
人
化
の
促
進
、
担
い
手
の
経

営
技
術
の
向
上
や
経
営
改
善
を
支
援
す
る

施
策
の
推
進
等
に
資
す
る
」
と
い
う
こ
と

を
目
的
に
、
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
を
実
働

部
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
２
つ

の
柱
を
立
て
、
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

１
つ
は
、
集
落
で
の
「
寄
り
合
い
」
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
設
置
後
の
説
明
会

や
取
り
組
み
の
中
で
、
農
業
者
個
々
の
不

安
や
心
配
ご
と
は
同
じ
な
の
に
、
そ
れ
を

隣
近
所
、
集
落
な
ど
で
話
し
合
う
こ
と
が

な
い
、
つ
ま
り
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
機
能
し
て
い
な
い
現
実
に
直
面
し
ま
し

た
。
農
業
社
会
で
は
昔
、「
結
い
」（
農
家

相
互
で
力
を
貸
し
合
う
労
働
慣
行
。
田
植

え
・
稲
刈
り
な
ど
の
と
き
に
行
わ
れ
る
手

間
換
え
）
が
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
助

け
合
い
が
、
集
落
を
支
え
て
い
た
要
素
の

一
つ
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
つ
な
が
り
が

と
て
も
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
一
つ
の
光
を
当

て
て
く
れ
た
の
が
、
前
年
開
催
の
「〝
農
〞

で
は
ば
た
け
！
元
気
な
農
村
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
で
講
演
し
た
明
治
大
学
の
小

田
切
徳
美
教
授
で
す
。
小
田
切
教
授
は
、

農
山
村
地
域
に
お
け
る
「
跡
継
ぎ
、
後
継

者
の
流
出
に
よ
る
『
人
』
の
空
洞
化
」、「
農

地
荒
廃
に
よ
る
『
土
地
』
の
空
洞
化
、
そ

れ
ら
の
進
行
に
よ
り
「『
ム
ラ
』
と
し
て
の

維
持
が
で
き
な
く
な
る
『
ム
ラ
』
の
空
洞

化
」
な
ど
の
課
題
を
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
た
集
落
の
話

平
成
18
年
度
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
始

ま
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
（
以
下

「
制
度
」
と
い
う
）
の
周
知
と
、
加
入
者

と
な
る
担
い
手
の
育
成
が
主
な
業
務
と
な

り
ま
し
た
。

生
産
組
織
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査
を
皮

切
り
に
、
個
別
農
家
や
集
落
の
依
頼
に
応

じ
た
説
明
会
の
実
施
や
Ｊ
Ａ
十
日
町
主
催

の
収
穫
期
懇
談
会
に
同
席
し
て
制
度
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
認
定
要
件
に
あ
と
少
し

面
積
が
足
り
な
い
認
定
農
業
者
へ
の
説
明

や
、
面
積
要
件
に
該
当
し
て
い
る
が
認
定

農
業
者
で
な
い
農
業
者
へ
の
「
認
定
農
業

者
へ
の
勧
め
」
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

平
成
19
年
２
月
に
は
、
４
地
域
で
加
入

申
請
記
入
指
導
も
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
ま
ま
加
入
申
請
に
は
つ
な
が
ら
ず
、

加
入
者
の
面
積
カ
バ
ー
率
50
％
を
目
標
と

し
た
県
の
目
標
数
値
を
大
き
く
下
回
り
、

当
市
は
20
％
弱
と
い
う
結
果
で
し
た
。

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
こ
と
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
ほ
か
の

銘
柄
に
比
べ
て
高
値
取
り
引
き
の
期
待
が

で
き
る
こ
と
な
ど
が
、
農
地
集
積
に
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
主
な
原
因
で
す
。

加
入
者
の
面
積
カ
バ
ー
率
は
約
20
％

「
寄
り
合
い
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

し
合
い
の
場
づ
く
り
と
、
各
機
能
を
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
で
分
担
す
る
「
グ
ル
ー

プ
」
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
が
大
事
だ
と
説
き

ま
し
た
。
自
分
の
集
落
に
対
す
る
「
誇
り
」

の
醸
成
が
大
切
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
人
も

多
く
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
集
落
で
の
「
寄
り
合

い
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
市
内
５
集
落

（
新
水
、
姿
、
仁
田
、
蓬
平
、
儀
明
）
で
モ

デ
ル
的
に
始
め
ま
し
た
。
国
や
自
治
体
の

支
援
策
を
集
落
や
組
織
に
当
て
は
め
よ
う

と
す
る
従
来
型
の
形
態
で
は
な
く
、
ま
ず

集
落
み
ん
な
で
集
ま
り
、
ム
ラ
や
組
織
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
し
っ
か
り
共
有
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
も
の
で
す
。
「
高
齢
化

集
落
」
対
策
の
一
つ
と
し
て
も
、
大
い
に

参
考
に
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
つ
目
と
し
て
、「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
高
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
も
動
き
出
し
ま
し

た
。７

月
、
事
業
戦
略
構
築
研
究
所
Ａ
Ｘ
代

表
の
高
木
響
正
氏
を
招
い
て
「
新
た
な
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
講
演
会
」
を
行
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
高
木
氏
と
と
も
に

何
度
か
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
米
価
の
下
落
が
予
想
以
上
に

大
き
く
な
っ
た
現
状
と
、
当
市
の
農
業
の

中
心
は
コ
メ
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま

ず
は
コ
メ
に
つ
い
て
再
度
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
向
を
導
き
出
し

ま
し
た
。

認
定
農
業
者
及
び
生
産
組
織
そ
れ
ぞ
れ

の
協
議
会
代
表
者
か
ら
な
る
担
い
手
ア
ク

シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
11
月
14
日
d
に

立
ち
上
げ
、
高
木
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
５
年
後
、
10
年
後
に
も
つ
な

げ
ら
れ
る
農
業
の
担
い
手
づ
く
り
に
、
農

家
は
も
ち
ろ
ん
、
非
農
家
も
巻
き
込
ん
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

厳
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
市
の
中
心
的
な

産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
の
発
展
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま

す
。■

問
合
せ
　
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー

1
７
５
７
―
３
１
２
０（
内
線
２
４
４
）

 

農
業
元
気
セ
ン
タ
ー

十日町市担い手育成総合支援協議会設立総会新水集落での「寄り合い」ワークショップ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
の
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
農
産
物

の
輸
入
や
安
価
な
他
県
産
米
の
台
頭
、
依
然
と
し
て
続
く
米
離
れ
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
戦
後
最
大

と
い
わ
れ
る
現
在
の
農
政
改
革
の
中
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
に
つ

い
て
、
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
動
き

平
成
19
年
度
の
取
り
組
み

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
高
ブ
ラ
ン
ド
化
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

昭
和
58
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
キ

ー
場
は
、
こ
れ
ま
で
リ
フ
ト
３
基
で
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
第
１
・
第
２
リ
フ
ト
を
廃
止
。
こ
れ
に

替
わ
る
新
た
な
ロ
ン
グ
リ
フ
ト
１
基
の
新

設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新
設
さ
れ

た
リ
フ
ト
の
傾
斜
長
は
９
６
４
ｍ
で
、
山

頂
ま
で
約
７
分
で
到
着
し

ま
す
。

し
ゅ
ん
工
式
に
は
、
田

口
直
人
市
長
や
ス
キ
ー
場

関
係
者
な
ど
50
人
が
参
加
。

田
口
市
長
は
、「
ス
キ
ー
場

整
備
は
地
域
の
熱
い
思
い

と
団
結
の
結
果
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
熱
意
で

ス
キ
ー
場
を
育
て
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
後
に
行
わ
れ
た

安
全
祈
願
祭
で
は
、
田
口
市
長
と
柳
靖
治

松
之
山
ス
キ
ー
協
会
長
が
新
リ
フ
ト
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

松
之
山
地
域
の
目
玉
事
業
の
一
つ
、
松

之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
新
設
工
事

が
完
了
し
、
12
月
19
日
d
、
ス
キ
ー
ハ
ウ

ス
で
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス

キ
ー
場
の
施
設
整
備
事
業
は
平
成
16
年
度

か
ら
始
ま
り
、
18
年
度
に
ゲ
レ
ン
デ
拡
張

工
事
が
完
了
。
同
年
度
か
ら
リ
フ
ト
新
設

の
た
め
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
一

連
の
工
事
が
終
了
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

開
館
し
て
１
年
９
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。

新
し
く
、
利
用
し
や
す
い
施
設
と
い
う
こ

と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
集
会
、
発

表
の
場
と
し
て
、
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
定
期
的
に
同
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
い
る
団
体
の
人
た
ち
な
ど
が
、

年
に
２
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
今
年
２
回
目
の
「
大
掃
除
」

で
、
約
１
０
０
人
が
参
加
。
寒
い
中
で

の
作
業
で
し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
和

や
か
に
会
話
を
し
な
が
ら
全
員
で
力
を

合
わ
せ
、
１
時
間
ほ
ど
で
見
事
に
ピ
カ

ピ
カ
に
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
一

人
は
、「
い
つ
も
使
わ
せ
て
も
ら
う
場

所
を
み
ん
な
で
掃
除
す
る
と
、
施
設
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
気
持
ち
が
生

ま
れ
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

掃
除
に
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は

お
盆
で
す
。

温
泉
ス
キ
ー
場
の
施
設
整
備
が
完
了

リ
フ
ト
新
設
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

盆
と
暮
れ
は
大
掃
除
！

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
月
10
日
b
、
き
て
み
て
音
楽
会（
澤

潟
真
由
美
会
長
）
主
催
に
よ
る
『
千
年

の
森
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
千

手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
市
内
の
保
育
園

児
約
２
０
０
人
が
訪
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
ち
な
ん
だ
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」「
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
」
な
ど
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
や
人
気
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
曲
な
ど

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
も
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
大
合
唱
し
た
り
、
手

作
り
の
マ
ラ
カ
ス
で
リ
ズ
ム
を
取
っ
て

演
奏
に
参
加
し
た
り
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
楽
し
い
１
時
間
で
し
た
。

千年の森でクリスマスコンサート親子切り絵教室
～親子で楽しむ「お飾り紙」作り～

12
月
３
日
b
、
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
目
指

そ
う
と
、
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

で
介
護
予
防
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
高
橋
賢
一
氏
（
明
治
学
院
大
学
名

誉
教
授
）
は
現
在
、
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
活

動
普
及
協
会
理
事
長
を
務
め
て
い
て
、
全

国
を
回
り
健
康
体
操
の
普
及
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
講
演
で
は
、
自
ら
考
案
し
た
レ

イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
日
本
人
の
関
心
は
健
康
に
あ
り
ま
す
が
、

間
違
い
だ
ら
け
の
情
報
が
多
い
。
筋
肉
が

あ
れ
ば
介
護
は
要
り
ま
せ
ん
。
健
康
体
操

は
、
強
い
筋
力
を
つ
く
り
ま
す
が
、
１
か

月
や
３
か
月

で
や
め
て
は

ダ
メ
。
継
続

す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」

と
熱
弁
。
ま

た
、「
温
泉
宿

泊
客
の
た
め

に
、
健
康
体

操
の
講
習
会

を
サ
ー
ビ
ス

し
た
ら
ど
う
か
」
な
ど
の
提
案
も
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
約
２
０
０
人
は
、
講

師
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話
に
聞
き
入
り

な
が
ら
、
楽
し
く
介
護
予
防
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。

強
い
筋
肉
を
つ
く
ろ
う
！

介
護
予
防
講
演
会

健康で楽しく暮らせるように！

12月14日f、「たっしゃだ会」が下布川地区コミュ

ニティセンターで行われました。この教室は、楽しく

運動したり講話を聞いたりして体力や生活習慣を改善

しようするもので、今年度松之山地域では６つのモデ

ル地区で実施されています。

この日は、エリア・ドゥ21の関口陽子さん、在宅

栄養士の滝沢朋子さんを講師に健康体操や栄養指導が

行われ、約15人の地域住民が参加しました。健康体操

では、タオルやボールなどを使った運動のほかに、手

のグー・パーと脚の開閉を組み合わせた脳刺激体操に

も挑戦。「パーは出るが、グーが難しい」と悪戦苦闘

する参加者に関口さんが、「間違ってもいいので集中

して。脳体操は頭の血行が良くなって血管がきれいに

なるんですよ」と

声をかけるなど、

会場には終始にぎ

やかな声が響いて

いました。

温
泉
ス
キ
ー
場
の
施
設
整
備
が
完
了

リ
フ
ト
新
設
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

12
月
18
日
c
午
後
７
時
、
千
手
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
、
ぞ
う
き
ん
を

手
に
し
た
人
た
ち
が
ド
ン
ド
ン
入
っ
て
い

き
ま
す
。
た
し
か
、
火
曜
日
は
休
館
日
の

は
ず
な
の
に
…
。
ふ
と
見
る
と
、
玄
関
の

「
本
日
の
催
し
」
看
板
に
は
、「
コ
ミ
セ
ン

一
斉
大
掃
除
」
の
文
字
が
。

12月16日a、上野コミュニティセンターで上野地区子

どもを育む会（渡貫文人代表）主催の親子切り絵教室が

開催されました。川西切り絵同好会の星名美江子さん指

導のもと、保護者・児童合わせて約30人が参加し、正月

用のお飾り紙を作りました。「賀正」「新春」「松竹梅」「打

ち出の小づち」や子年にちなんだ「ねずみ大黒様」の下

絵に沿って、細いカッターで紙を切っていく細かい作業

に、子どもたちは真剣な表情で向かっていました。「カー

ブを切るのがむずかしい」「疲れたー」と子どもたちから

声があがりましたが、作品の出来栄えには、全員が満足

そうでした。
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お兄ちゃんといっしょにわざわざ湯沢まで会い
に行くくらい、新幹線にはまっているそうちゃん。
今一番欲しいものは新幹線700系です。人なつこ
いそうちゃんは、４月に保育園デビューします。

こばやし そうたろうちゃん　
平成16年12月16日生まれ　
荒屋

小林 奏太郎
ちゃん

福原　星那　
ちゃん

ままごとが大好きなせなちゃんは、おばあちゃんと
いっしょにご飯の支度もお手伝い。すりばちでごまを
すったり和え物をしたりするのも上手です。大きくな
ったら「お母さんになりたい！」せなちゃんです。

ふくはら　せなちゃん　
平成16年5月30日生まれ　
下川手

国
や
県
と
同
様
、
十
日
町
市
の
死

亡
原
因
の
第
１
位
は
「
が
ん
」
で
す
。

平
成
17
年
に
は
市
の
死
亡
者
７
３
３

人
中
、じ
つ
に
２
０
４
人
も
の
人
が
、

が
ん
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
で
亡
く
な
る
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

が
ん
は
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
有
効
な
手
段
が
「
が
ん
検
診
」

で
す
。

平
成
18
年
度
の
市
の
が
ん
検
診
で

も
下
表
の
と
お
り
多
く
の
が
ん
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

市
で
は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肺
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
の
が
ん
検
診
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
来
年
度
の
各
種
検
診
申
込

書
を
平
成
20
年
２
月
に
全
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。
申
込
書
の
説
明
や
注
意

事
項
を
よ
く
読
み
、
対
象
と
な
る
人

は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

平成18年度　十日町市各種がん検診結果一覧表 平成19年３月31日現在（単位：人）

検　診　名 受診者数

5,527

7,055

12,646

639

2,029

2,016

1,357

精密検査
対象者数

649

439

476

0

15

301

112

精密検査
受診者数

588

381

427

0

14

291

97

異常なし

精　密　検　査　結　果

247

108

228

0

1

142

43

が　ん

22

18

5

0

0

6

11

がん疑い

0

0

12

0

0

1

31

がん以外の疾患ほか

352

283

182

0

13

157

12

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

胸部レントゲン検査

かくたん検査
肺がん
検　診

子 宮 頸 が ん 検 診

乳 が ん 検 診

前 立 腺 が ん 検 診
※精密検査受診者数と精密検査結果の合計は、精密検査結果の内訳に重複症があるため、一致しないものがあります。

が
ん
の
現
状

受
け
よ
う
！
が
ん
検
診

市
の
が
ん
検
診

あ
な
た
は
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
？
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問合せ
健康支援課成人保健係
TEL757-3719（内線125）

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

高橋　雄太 さん

1983年生

㈱きものブレイン勤務

営業は自分を売ること！

先月の小林めぐみさんからバトンタッチ。

31

将
来
は
十
日
町
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
今
年
２
年
目
で
営
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
始
め

は
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
全
て
が
新
鮮
で
覚

え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
営
業
は
会
社
の
顔
で

も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
会
社
の
印
象
を

悪
く
し
な
い
よ
う
気
を
遣
い
ま
す
。
何
よ
り
大
変
だ

っ
た
の
は
、
４
年
間
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
分

に
と
っ
て
〝
運
転
す
る
こ
と
〞
で
し
た
。
一
人
で
の

営
業
デ
ビ
ュ
ー
は
、
去
年
の
１
月
。
東
北
地
方
の
呉

服
屋
さ
ん
へ
の
年
始
回
り
で
し
た
。
降
雪
時
期
だ
し
、

高
速
道
路
も
初
め
て
で
す
ご
く
不
安
で
し
た
。
無
事

帰
っ
て
来
れ
て
良
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

今
後
の
目
標
と
し
て
、
大
口
の
お
客
様
を
取
り
取

引
開
始
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。
大
切
な
の
は
開
始
し

た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
。
常
に
加
工
を
出
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
月
、
十
日
町
に
映
画
館
が
復
活
し
ま
し
た
。
文

化
的
な
施
設
が
で
き
た
こ
と
、
感
動
す
る
場
所
が
増

え
た
こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
！

今
回
と
次
回
は
、
十
日
町
雪
ま
つ
り
期
間
中
に
行
わ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
雪
を
利
用
し
た
斬
新
な
ア
ー
ト
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
雪
ま
つ
り
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

越後妻有　雪アート・プロジェクト

新
潟
で
活
動
す
る
作
家
11
名
が
越
後
妻
有
に

集
結
し
、
妻
有
の
雪
に
肉
薄
す
る
、
２
日
間
限

定
の
展
示
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
雪
に

身
を
投
げ
刻
印
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
巨
大

な
雪
上
絵
、
大
ぞ
り
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
は
し
ご

の
森
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ブ
ジ
ェ
…
…
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
の
広
々
と
し
た
雪
原
に
刻
ま
れ
る
一
つ

一
つ
の
こ
ん
跡
。
作
家
と
地
元
と
の
協
働
に
よ

っ
て
生
ま
れ
る
冬
の
実
験
的
な
活
動
は
、
見
逃

せ
な
い
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「
越
後
妻
有
２
０
０
８
冬
」
で
最
も
注
目
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
会
　
場
】

ミ
オ
ン
な
か
さ
と

【
参
加
作
家
】

堀
川
紀
夫
、
舟
見
倹
二
、
関
根
哲
男
、
佐
藤
秀

治
、
霜
鳥
健
二
、
佐
藤
和
行
、
吉
川
弘
、
外
山

文
彦
、
大
久
保
淳
二
、
本
間
恵
子
、
前
山
忠

【
内
　
容
】

雪
に
身
を
投
げ
刻
印
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
巨
大
な
雪
上
絵
、
大
ぞ
り
の
復
活
、
雪
ぼ
う
し
、
ア

ー
ト
か
ま
く
ら
、
は
し
ご
の
森
ア
ー
ト

【
参
加
費
】

無
料
で
す
が
、
雪
に
身
を
投
げ
刻
印
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
記
念
写
真
を
希
望
す
る

人
の
み
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

冬
」�

●

問合せ

まつだい農舞台事務局
1595－6310

観光交流課芸術祭推進室
1757－2637

日時：２月16日G～17日A 午前10時～午後３時

③
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高齢者医療制度の見直し内容
１、70～74歳の人（注１）の窓口負担が据え置かれます

平成20年４月から平成21年３月までの１年間窓口負担が１割に据え置かれます。

（注１）既に３割負担をしている人、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を受けた人は除きます。

（注２）昨年の制度改正で、70～74歳の人の窓口負担は、平成20年４月から２割負担に見直されることとされてい

たものを据え置くものです。

2、後期高齢者医療制度の75歳以上の被扶養者の保険料

平成20年４月から９月までの６か月間は無料となり、平成20年10月から平成21年３月までの６か月間は、頭割

保険料額（被保険者均等割）が９割軽減された額となります。

対象となる人は、75歳以上の人（注１）で、後期高齢者医療の被保険者になる日の前日（平成20年３月31日ま

たは75歳の誕生日の前日）において被用者保険（注２）の被扶養者となっている人

（注１）65～74歳で一定の障害認定を受けた人を含みます。

（注２）政府管掌健康保険や、企業の健康保険、公務員の共済組合などの、「サラリーマン」の健康保険であり、国

民健康保険は該当しません。

（注３）昨年の制度改正では、被用者保険の被扶養者の人は、後期高齢者医療制度の被保険者となった日の属する

月から２年間被保険者均等割を５割軽減することとされていますが、今回の措置はそれに加えて行うものです。

十日町市役所介護国保課国保係

川西支所・中里支所・松代支所市民生活課保険年金係・

松之山支所市民生活課市民保険係

問合せ

Ｑ．保険料率はどのくらいになりますか？
平成20・21年度の保険料率は、所得割率は7.15%、

均等割額は１人につき35,300円になります。

この保険料率は、県内後期高齢者の２年間の医療給

付費（医療費から自己負担額を除いた額）の１割（下

図）を加入者全員でまかなえるように算定され、広域

連合議会で決定しました。１人当たりの保険料額は、

加入者の所得に応じて決められる「所得割額」と、加

入者が均等に負担する「均等割額」との合計額です

（１人当たりの保険料賦課限度額は50万円です）。

シリーズ №6 保険料について　～その2～

「後期高齢者医療制度」 介護国保課
国保係

1757-3735

問合せ
平成20年

4月から

◎所得の低い人の軽減制度───────────────────────────────────────

均等割額の軽減：世帯の所得状況に応じて「均等割額」が軽減されます。軽減割合は、同一世帯内の加入者およ

び世帯主（加入者でない人も含む）の合計所得金額をもとに、下表の基準により判定します。

Ｑ．保険料の軽減制度はありますか？
所得の低い人や制度加入前日まで社会保険の被

扶養者だった人には、それぞれ保険料の軽減制度があ

ります。該当となる人は申請をしなくても保険料が軽

減されます。また、地震や風水害などで被害を受けた

人は、申請をして認められると保険料の減免が受けら

れる場合もあります。

【保険料額一覧表】───────────────────────────────────────────

下記の表は、年金収入の人の１人当たりの保険料を示しています。世帯の所得状況によって「均等割額」の軽減

が受けられる場合があります。

Ｑ．保険料額はどれくらいになりますか？
新潟県内後期高齢者の１人あたりの保険料年額の平均は、およそ63,000円となります。

◎制度加入前日まで社会保険の被扶養者だった人の軽減制度────────────────────────

所得割額と均等割額の軽減…制度加入時から２年間「所得割額」と「均等割額」が軽減されます。なお、平成20

年４月から平成21年３月までの軽減内容は、高齢者医療に係る「凍結策」として特例で定められました。

医　療　費

医療給付費

適用期間
所　得　割　額

軽 減 内 容 軽減後の金額

かかりません ０円

均　等　割　額

軽 減 内 容 軽減後の金額

５割軽減 17,600円

かかりません

かかりません

０円

０円

かかりません

９割軽減

０円

1,700円

加入時から２年間

平成20年４月～平成20年９月
特例

平成20年10月～平成21年３月

均等割額　軽減割合

※軽減判定時の年金所得計算方法　年金収入 － 公的年金控除 － 特別控除（15万円）＝ 年金所得

同一世帯内の加入者及び世帯主の合計所得金額

７割軽減

５割軽減

２割軽減

33万円以下の世帯

33万円＋（世帯主を除く加入者数　×　24万５千円）以下の世帯

33万円＋（加入者数　×　35万円）以下の世帯

※ケース別に見ると、年金収入額が79万円（老齢基礎年金が満額）で単身者の場合は年額10,500円、年金収入額が208万円で単身者
の場合は年額74,600円となります。

公的年金収入額（年間） 所得割額（ア） 均等割額（イ） 保険料【年額】（ア）＋（イ）

153万円以下

2 0 0 万円

2 5 0 万円

3 0 0 万円

3 5 0 万円

4 0 0 万円

７割軽減該当

５割軽減該当

２割軽減該当

軽減該当なし

0円

0円

0円

0円

33,600円

69,300円

105,100円

137,200円

164,000円

10,500円

17,600円

28,200円

35,300円

35,300円

35,300円

35,300円

35,300円

35,300円

10,500円

17,600円

28,200円

35,300円

68,900円

104,600円

140,400円

172,500円

199,300円



市報とおかまち『だんだん』平成20年1月10日号25 市報とおかまち『だんだん』平成20年1月10日号 24

【低所得者に対する灯油購入の助成】

●対象 ：平成20年１月１日現在で市内に住所を有する

市民税非課税世帯

※社会福祉施設などに入所または入院している世帯は対

象になりません

●助成金額：一世帯当たり5,000円（口座振込みによる

現金支給）

●申請受付開始：１月15日c

《申請・問合せ》２月22日fまでに、福祉課高齢福祉係

1757-9169（内線144）または各支所健康福祉課

【中小企業等への金融支援】

市内に事業所を有し、対象となる資金の融資を受けた

中小企業者に対し、新潟県信用保証協会へ支払う信用保

証料を補助します。（市税を完納していることが条件）

●対象となる融資の名称：新潟県セーフティネット資金

（経営支援枠・粗利益減少要件）

※原油などの原材料費高騰の影響により、最近３か月間

の粗利益が前年同期の粗利益に比し５％以上減少して

いる中小企業者が利用できます

※ほとんどの業種が利用できますが、一部利用できない

ものもあります

●信用保証料の補助：

①借入金額500万円以下のものは信用保証料の全額

②借入金額500万円を超えるものは信用保証料の50％

●適用期日：平成20年１月４日以降の融資実行分から

適用

《申請・問合せ》産業振興課商工振興係　1757-3139

原油高騰に伴う助成制度

20
年
度
の
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

●
応
募
資
格
＝
20
年
度
に
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
に
進
学
予
定
か
在
学
中

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
①

保
護
者
が
十
日
町
市
に
３
年
以
上
住

所
を
有
し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
人
②
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
る
人
③
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の

支
払
い
が
困
難
な
人
④
心
身
と
も
に

健
全
な
人

●
奨
学
金
月
額
＝

▼
高
等
学
校
‥
１
０
、
０
０
０
円

▼
高
等
専
門
学
校
‥

２
０
、
０
０
０
円

▼
専
修
学
校
‥
３
０
、
０
０
０
円

▼
短
期
大
学
・
大
学
‥

３
５
、
０
０
０
円

平
成
20
年
度

市
奨
学
生
募
集

市
民
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
出
場
者
募
集

●
貸
与
期
間
＝
20
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
最
短
終
業
年
限
の
終
わ

り
ま
で

●
提
出
書
類
＝
①
奨
学
金
等
貸
与
願

書
②
在
学
（
卒
業
）
学
校
長
の
推
薦

書
③
成
績
証
明
書
④
住
民
票
謄
本
⑤

医
師
の
健
康
診
断
書
⑥
市
県
民
税
所

得
課
税
証
明
書
（
世
帯
全
員
の
も
の
）

⑦
連
帯
保
証
人
（
市
内
に
住
所
を
有

す
る
）
を
内
諾
し
て
い
る
人
の
納
税

証
明
書
⑧
同
一
世
帯
に
高
校
生
以
上

の
学
生
が
い
る
場
合
、
そ
の
学
生
証

の
写
し
⑨
専
修
学
校
希
望
者
は
そ
の

学
校
要
覧
な
ど
※
①
②
⑤
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可

●
そ
の
他
＝
修
学
一
時
金
希
望
者
も

若
干
名
募
集
し
ま
す
（
高
校
20
万
円

〜
大
学
50
万
円
、
願
書
は
奨
学
金
と

兼
用
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
29
日
f

ま
で
に
学
校
教
育
課
（
内
線
３
１
５
）

※
３
月
下
旬
に
奨
学
生
を
内
定
し
、

月
末
ま
で
に
応
募
者
に
通
知

【
ア
ル
ペ
ン
競
技
】

●
日
時
＝
２
月
10
日
a
午
前
８
時
受

付
開
始

●
会
場
＝
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

場●
参
加
資
格
＝
市
内
及
び
津
南
町
在

住
・
在
学
・
在
職
者

●
競
技
種
目
＝

▼
大
回
転
‥
①
小
学
３
年
以
下
男
女

②
小
学
４
年
男
女
③
小
学
５
年
男
女

④
小
学
６
年
男
女
⑤
中
学
男
女
⑥
高

校
生
以
上
女
子
⑦
24
歳
以
下
男
子
⑧

34
歳
以
下
男
子
⑨
44
歳
以
下
男
子
⑩

45
歳
以
上
男
子

●
参
加
費
＝
１
、
０
０
０
円
（
リ
フ

ト
代
別
途
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
１
月
22
日
c

ま
で
に
、
申
込
み
用
紙
（
申
込
み
先

に
配
置
）
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合

体
育
館
（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
】

●
日
時
＝
２
月
10
日
a
午
前
７
時
30

分
受
付
開
始

●
会
場
＝
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
場

●
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
学
者

●
競
技
種
目
＝

▼
個
人
‥
①
小
学
２
年
以
下
男
女
１

㎞
②
小
学
３
年
男
女
２
㎞
③
小
学
４

年
男
女
２
㎞
④
小
学
５
年
男
女
３
㎞

⑤
小
学
６
年
男
女
３
㎞
⑥
中
学
男
子

５
㎞
⑦
中
学
女
子
３
㎞

▼
ス
プ
リ
ン
ト
リ
レ
ー
‥
①
小
学
男

子
②
小
学
女
子
（
３
人
×
１
㎞
を
２

回
）
③
中
学
男
子
④
中
学
女
子
（
２

人
×
１
㎞
を
３
回
）

●
参
加
費
＝

▼
個
　
人
‥
１
、
０
０
０
円

▼
リ
レ
ー
‥

１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

●
申
込
み
＝
１
月
17
日
e
ま
で
に
、

申
込
み
用
紙
（
問
合
せ
先
に
配
置
）

に
参
加
費
を
添
え
て
吉
田
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス

●
問
合
せ
＝
国
体
準
備
室
（
1
７
５

２
│
３
１
０
３
）

市では、灯油購入の助成、中小企業への金融支援を行います。

１月１日（元日）、第23回十日町市川西オープン元旦卓球

大会が川西総合体育館で開催されました。この大会は十日町

市卓球協会（渡辺一治郎会長）が毎年開催しているもので、

今回は市内外から老若男女約160人が参加しました。会場は

かなり冷え込んでいましたが、参加者たちは寒さも気にせず

熱気あふれる試合を繰り広げました。新潟市から参加した木

津タミ子さん（60歳）は、「雪で会場まで来るのが大変でし

た。元旦卓球に参加するのは久しぶりですが、この大会に出

ると今年も頑張ろう！という気になりますね」と新年最初の

大会を楽しんでいました。

12
月
25
日
c
、
八
箇
小
学
校
で
そ
ば
打
ち
体

験
が
行
わ
れ
、
児
童
や
地
域
住
民
な
ど
35
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
５
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
妻
有
工
房
か
わ
き
た
の
中
澤

喜
明
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
上
級
生
は
４
・
５

年
目
と
あ
っ
て
手
際
良
く
作
業
を
進
め
、
下
級

生
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
そ

ば
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ば
粉
に
は
児
童
と

地
域
の
人
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に
育
て
た
そ
ば
の

実
が
使
わ
れ
て
い
て
、
味
も
格
別
。
自
分
で
打

っ
た
そ
ば
の
出
来
に
、
児
童
も
大
人
も
大
満
足

で
し
た
。

2008年 卓球始め

お
い
し
く
打
て
た
よ
！

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

体験しながら“食”の大切さを学ぶ

12月22日g、千手中央コミュニティセンターで十日町地域食育普

及ワークショップが開催されました。会場では、親子料理教室やおに

ぎりを自分で作るミニ調理体験、地元の野菜を使った試食コーナーな

どさまざまな催しが行われ、親子連れなど約500人の人出で終日にぎ

わいました。親子料理教室に参加した小幡早苗さん（仁田）は、「子

どもに料理をさせる機会がないので、貴重な時間でした。楽しくて時

間があっという間に過ぎました」と話していました。また、7児童育

成協会こどもの城管理栄養士の太田百合子さんが、「ごはんを食べる

子 元気な子～噛む子に育てるために～」と題して講演を行い、参加

者にごはんをきちんと食べることの大切さを訴えていました。
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

迫
力
あ
る
生
の
演
劇
が
目
の
前
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
●
日
時
＝
１

月
26
日
g
・
27
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
（
開
場
１
時
）、
26
日
g
の
み
夜
の

部
と
し
て
劇
団
御
の
字
の
公
演
…
午

後
７
時
〜
（
開
場
６
時
30
分
）
●
会

場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●

出
演
団
体
＝
26
日
‥
十
日
町
高
校
演

劇
部
、
三
条
東
高
校
演
劇
部
、
小
出

高
校
演
劇
部
、
夜
の
部
‥
劇
団
御
の

字
、
27
日
‥
小
千
谷
西
高
校
演
劇
部
、

六
日
町
高
校
演
劇
部
、
劇
団
御
の
字

●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
1
７
５

７
│
５
０
１
１
）

●
日
時
＝
２
月
〜
３
月
の
毎
週
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会

場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館
●
受
講

料
＝
５
０
０
円
※
き
も
の
一
式
持
参

（
有
料
貸
し
出
し
あ
り
）
●
定
員
＝

先
着
10
人
（
当
日
受
付
可
）
※
途
中

受
講
可
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1

７
５
２
│
０
１
１
７
）

農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
に

興
味
が
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
１
月
29
日
c
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
●
会
場
＝
ク

ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝

講
演
会
、
農
家
民
宿
開
業
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
●

講
師
＝
小
林
康
生
氏
（
門
出
和
紙
職

人
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興

局
企
画
振
興
部
地
域
振
興
課
（
1
７

５
７
│
５
５
１
７
）

経
営
革
新
の
成
功
の
秘
け
つ
を
学

び
ま
す
。
●
日
時
＝
１
月
28
日
b
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

十
日
町
商
工
会
議
所
●
参
加
費
＝
無

料
●
内
容
＝
講
演
「
我
が
社
に
も
で

き
る
経
営
革
新
〜
経
営
革
新
の
土
壌

づ
く
り
と
経
営
品
質
の
活
用
〜
」
●

講
師
＝
三
宮
直
人
氏
（
経
営
革
新
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
（
1
７
５

７
│
５
１
１
１
）

一
般
公
開
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た

で
も
お
い
で
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝

１
月
23
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
●
会
場
＝
千
年
の
森
ホ
ー
ル
●

問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域

整
備
部
計
画
調
整
課
（
1
７
５
７
│

５
４
０
８
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
●

日
時
＝
１
月
26
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
対
象
＝

３
歳
以
上
●
参
加
費
＝
２
０
０
円

（
袋
持
参
）
●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院

（
1
７
５
２
│
２
１
１
４
）

参
加
を
希
望
す
る
人
は
会
場
で
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
１
月
〜
３
月
の
毎
週
金
曜
日
午
前

９
時
〜
●
会
場
＝
総
合
体
育
館
（
十

日
町
）
●
参
加
費
＝
１
回
３
０
０
円

●
講
師
＝
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
●

問
合
せ
＝
十
日
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連

盟
・
小
海
（
1
７
５
７
│
６
０
７
５
）

国
家
資
格
を
持
っ
た
経
験
豊
か
な

講
師
が
指
導
し
ま
す
。
●
科
目
＝
建

築
製
図
科
（
２
級
建
築
士
養
成
）、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
科
、
ワ
ー
プ
ロ
科
（
ワ

ー
ド
入
門
・
応
用
）、
表
計
算
科
（
エ

ク
セ
ル
入
門
・
応
用
）、経
理
事
務
科
、

測
量
科
●
受
付
日
時
＝
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
５
日

d
ま
で
に
、
入
校
申
込
書
（
問
合
せ

先
に
配
置
）
に
証
明
写
真
を
添
え
て

十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
（
1
７

５
２
│
３
８
０
３
）

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
総
務
（
幹
部

候
補
）
１
人
※
年
齢
不
問
●
業
務
内

容
＝
経
営
・
経
理
管
理
、
社
員
管
理

な
ど
●
応
募
資
格
＝
企
業
会
計
経
験

者
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
実
力

が
あ
り
、
経
営
感
覚
を
有
し
て
い
る

人
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
で
き
る
人

●
雇
用
期
間
＝
20
年
４
月
１
日
〜
※

６
か
月
以
内
の
試
用
期
間
あ
り
●
勤

務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分
（
休
憩
60
分
）
●
休
日
＝
基

本
的
に
は
週
休
２
日
制
で
土
・
日
・

祝
日
休
み
●
給
料
＝
月
額
１
８
０
、

０
０
０
円
〜
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

１
月
31
日
e
ま
で
に
、
履
歴
書
を
㈱

ま
ち
づ
く
り
川
西
（
1
７
６
１
│
１

５
１
５
）

20
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
七
川
荘
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人
数
＝

①
施
設
長
１
人
②
事
務
員
１
人
●
応

募
資
格
＝
①
広
域
行
政
圏
域
に
住
所

が
あ
る
満
60
〜
64
歳
の
人
で
、
介
護

保
険
関
係
な
ど
に
従
事
し
た
こ
と
が

あ
る
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の

能
力
を
有
し
、
施
設
管
理
運
営
能
力

が
あ
る
人
②
経
理
事
務
・
社
会
保
険

事
務
な
ど
の
経
験
者
※
①
②
と
も
に

要
普
通
自
動
車
免
許
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
10
日
a
ま
で
に
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
に
資
格
証
の
写
し

を
添
え
て
〒
９
４
９
│
８
４
０
１
十

日
町
市
上
山
己
２
７
３
９
　
な
か
さ

と
福
祉
会
（
1
７
６
３
│
２
６
６
９
）

降
雪
期
の
、
高
齢
者
な
ど
要
援
護

者
な
ど
の
雪
処
理
支
援
を
行
う
た
め
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
●
募
集
期
間
＝
随
時
受
付
●
申

込
み
方
法
＝
「
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
コ
ッ
プ
申
込
書
」（「
新
潟
県
の
雪
情

報
」h

ttp
://w
w
w
.p
re
f.n
iig
a
ta
.

jp
/y
u
k
i/

に
フ
ァ
イ
ル
掲
載
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
電
子
メ
ー
ル
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
県
総
務
管
理
部
地

域
政
策
課
雪
対
策
室
（
1
０
２
５
│

２
８
５
│
５
５
１
１
）

正
職
員
・
臨
時
・
パ
ー
ト
を
問
い

ま
せ
ん
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
●
募
集
職
種
＝
看
護
師
、

准
看
護
師
、
介
護
員
※
年
齢
不
問
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
Ｊ
Ａ
新
潟
厚
生

連
中
条
病
院
看
護
部
長
室
（
1
７
５

７
│
３
０
１
８
）

【
木
造
建
築
科
耐
震
診
断
・
一
般
診

断
法
（
学
科
）
コ
ー
ス
】
初
心
者
対

象
の
コ
ー
ス
で
す
。
●
定
員
＝
10
人

【
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
確
認
コ
ー
ス
】

基
礎
か
ら
簡
単
な
応
用
ま
で
を
演
習

で
学
び
ま
す
。

【
両
コ
ー
ス
共
通
】
●
日
時
＝
２
月

16
日
g
・
23
日
g
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
●
定
員
＝
20
人
●
会
場
＝
県
立

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
●
受
講
料
＝

２
、
４
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1

０
２
５
│
５
４
５
│
２
１
９
０
）

ま
つ
だ
い
農
舞
台
近
く
に
あ
る
７

つ
の
「
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
」
の
う
ち
、

６
つ
の
倉
庫
の
借
り
主
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
魚
眼
レ
ン
ズ
で
中
を
の
ぞ

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
の
倉
庫

に
、
お
気
に
入
り
の
も
の
を
飾
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
●
展
示
期
間
＝
４
月

26
日
g
〜
11
月
30
日
a
●
応
募
方
法

＝
２
月
29
日
f
（
必
着
）
ま
で
に
、
応

募
用
紙
（
ま
つ
だ
い
農
舞
台
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
‥h

ttp
://w

w
w
.n
o
b
u
ta
i.

c
o
m
/

に
掲
載
）
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
●
応
募
・
問
合
せ
＝
〒
９
４
２

│
１
５
２
６
十
日
町
市
松
代
３
７
４

３
│
１
ま
つ
だ
い
農
舞
台
（
1
５
９

５
│
６
１
８
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
９
５
│
６

１
８
１
）

中
越
沖
地
震
で
半
壊
以
上
の
被
災

認
定
を
受
け
た
住
宅
の
解
体
・
修
繕

な
ど
で
発
生
し
た
廃
棄
物
の
運
搬
費

や
処
分
費
（
一
部
損
壊
は
処
分
費
の

み
）
を
無
料
と
す
る
期
限
は
、
２
月

29
日
f
で
す
。
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。
●
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

被
災
証
明
（
写
し
）
・
見
積
書
・
写

真
●
問
合
せ
＝
▼
十
日
町
・
川
西
・

松
代
地
域
‥
環
境
衛
生
課
（
1
７
５

２
│
３
９
２
４
）
▼
中
里
・
松
之
山

地
域
‥
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

（
1
７
６
５
│
３
４
９
５
）

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
●
日
時

＝
①
毎
週
火
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
予
約
は
当
日
ま
で
）
②

毎
月
第
２
月
曜
日
午
後
５
時
30
分
〜

７
時
30
分
（
予
約
は
前
週
金
曜
日
ま

で
）
※
祝
日
除
く
●
会
場
＝
十
日
町

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
●
受
診
料

＝
無
料
※
証
明
書
発
行
の
場
合
有
料

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
検
査
予
約
専

用
電
話
（
1
７
５
７
│
６
０
１
２
）

ま
た
は
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

労
働
者
・
事
業
主
を
問
わ
ず
、
労

働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
常

時
応
じ
て
い
ま
す
。
専
門
的
な
相
談

に
は
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
応
じ
ま
す
（
要
予
約
）。
電
話
で
も

来
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
●
相
談

時
間
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
※
祝
日
除
く
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
県
長
岡
労
働
相
談

所
労
働
相
談
専
用
電
話
（
1
０
２
５

８
│
37
│
６
１
１
０
）

中
条
病
院
・
中
条
第
二
病

院
・
老
人
保
健
施
設
き
た

は
ら
職
員
募
集

中
越
沖
地
震
で
住
宅
に
被

害
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

▼
昨
年
暮
れ
の
あ
い
さ
つ
は
、「
降
ら
な
く
て

い
や
ん
べ
だ
の（
お
ご
っ
た
の
）」。新
年
早
々

は
、「
い
っ
た
ん
に
来
た
の
」。
い
つ
も
話
題

の
中
心
は
雪
で
す
。
多
く
降
れ
ば
日
常
生
活

を
圧
迫
し
、
少
な
す
ぎ
る
と
関
連
す
る
産
業

や
冬
の
行
事
な
ど
に
影
響
が
出
ま
す
。「
ち
ょ

う
ど
良
く
降
っ
て
」。そ
ん
な
素
朴
な
願
い
さ

え
、
地
球
温
暖
化
・
温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響

と
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
波

に
も
ま
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

▼
中
越
大
震
災
記
録
集
の
編
集
が
終
了
し
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
資
料
提
供
・
取

材
・
編
集
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
間
も

な
く
配
本
で
す
。

平
成
20
年
が
明
け
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
市
報

「
だ
ん
だ
ん
」
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
今
年
の
干
支
、
子
年
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
の

取
材
に
行
き
ま
し
た
。
毎
年
の
こ
と
な
の
で

す
が
、
い
つ
も
感
心
す
る
の
は
皆
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
に
新
し
い
年
へ
の
目
標
を
持
っ
て
い

る
こ
と
。
私
も
見
習
っ
て
新
し
い
年
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
よ
う
…
と
そ
の
と
き
は
思
う

の
で
す
が
、
そ
う
思
っ
た
こ
と
さ
え
忘
れ
て
、

毎
年
年
末
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
役
所
前
の

様
子
を
撮
影
し
て
、
十
日
町
の
雪
の
状
況
を

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
暮
れ
の
ま

と
ま
っ
た
雪
で
、
年
末
と
年
始
で
は
別
世
界

で
し
た
。
わ
ず
か
一
夜
で
も
世
界
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
「
雪
国
十
日
町
」
の
す

ご
さ
で
す
ね
。
３
日
に
は
１
回
目
の
雪
下
ろ

し
を
し
て
い
る
家
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
も
大
雪
に
な
ら
な
い

と
い
い
の
で
す
が
…
。

第
６
回
妻
有
演
劇
ま
つ
り

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

十
日
町
お
や
こ
劇
場

暗
や
み
豆
ま
き
会

●社会福祉施設へ＝矢口邦治（昭

和町４）〈木工品：十二支１組・

干支「子」46体〉

●博物館へ＝田辺軍司（駅通り）

12月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

体
験
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
会

農
家
民
宿
開
業
の
す
す
め
Ⅱ

第
２
回
信
濃
川
上
流
圏
域

河
川
整
備
計
画
協
議
会

経
営
革
新
推
進
セ
ミ
ナ
ー

十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

20
年
度
生
徒
募
集

小
沢
剛
「
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
借
り
主
募
集

な
か
さ
と
福
祉
会

職
員
募
集

（福）

（福）

エ
イ
ズ
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

県
長
岡
労
働
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西
社
員
募
集

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室

県
立
上
越
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス

コ
ッ
プ
」
メ
ン
バ
ー
募
集

（わ） （優）
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う
さ
ぎ
を
じ
ょ
う
ず
に

だ
っ
こ
で
き
た
よ

６月から10月まで、１・２年生でうさぎを飼いました。私がだっこしているうさぎの名前は「さくら」です。元気に走り回るところがかわいかったです。大変だったけど、またうさぎさんの世話をしたいなぁ。

久保田亜弓さん（１年）

ど
ん
く
り
を
使
っ
て

使っている材料は、山
などに行って自分た

ちでとっ

てきたものです。大
きなどんぐりがとれ

てうれしか

ったです。リースは、
１・２年生で育てたあ

さがおと、

みんなで育てたさつま
いものつるで出来てい

ます。

樋口尚輝さん（
２年）

親
子
の
似
顔
絵

お母さんと向かい合って、お互いの顔を描きまし
た。きれいなお母さんが描けたと思います。お母さ
んは優しくて大好きです。作ってくれる料理もみん
なおいしいよ。これからも仕事をかんばってね！

本山　祐さん（３年）

弥
生
さ
ん
へ

顔のパーツの位置が難しかったけど、目や鼻すじが
うまく描けました。向かい合って描くのは最初は緊張
したけど楽しかったし、自分の顔を描いてもらってう
れしかったです。これからもよろしくお願いします！

高澤郁也さん（４年）

ミ
ラ
ク
ル
小
物
入
れ

小物や本を収納でき
て、ふたを開けると

鏡も付い

ています。くぎをうま
く打つのに苦労しま

した。一番

気に入っているのは
、自分好みの色合い

に塗れたと

ころです。家に持っ
て帰ったら実際に使

う…かな？

保坂岳旭さん（
５年）

カ
ラ
フ
ル
ボ
ッ
ク
ス

お母さんに注意されることがあるので、自分の学習机を整理するために作りました。とにかくカラフルにして好きなキャラクターも描きました。このボックスがあれば、机もきっときれいになります。

竹内芽育さん（６年）

市民の動き

浦
田
小
学
校

31

■人　口 62,009人（－53） 男 30,343人（－32） 女 31,666人（－21）
■世帯数 19,935世帯（＋6） 12月末現在（ ）は前月からの増減

なお き

あ ゆみ

たすく

たけあき

め いく

ふみ や
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